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接
種
結
核
事
件
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
開
発
の
中
で
発
生
し
た
一
九
三
○
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
接
種
結
核
事
件
が
有
名
で

（
１
）

あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
過
誤
に
よ
り
強
毒
人
型
結
核
菌
キ
ー
ル
株
を
用
い
て
製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
経
口
投
与
が
二
五
一
名
に
行
な
わ
れ
、

一
、
は
じ
め
に

昭
和
二
十
四
年
の
岩
ヶ
崎
接
種
結
核
事
件
に
つ
い
て

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
と
日
本
の
資
料

〔
要
旨
〕
昭
和
二
十
四
年
、
宮
城
県
に
お
い
て
、
百
日
咳
予
防
接
種
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
結
核
症
が
六
十
五
名
の

小
児
の
集
団
に
発
生
し
た
。
い
わ
ゆ
る
岩
ヶ
崎
接
種
結
核
事
件
で
あ
る
。
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
に
人
型
結
核
菌
が
混
入
し

た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
原
因
の
調
査
は
不
充
分
に
終
わ
っ
て
い
る
。
同
年
日
本
に
始
め
て
輸
入
さ
れ

た
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
に
よ
る
治
嫉
が
行
な
わ
れ
た
。
六
十
五
名
の
原
告
に
よ
り
国
家
賠
償
法
に
も
と
づ
く
賠
償
請

求
の
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
た
が
、
後
年
訴
訟
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
救
済
に
は
生
活
保
護
法
に

よ
る
扶
助
措
置
が
行
な
わ
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
詳
細
な
記
録
が
あ
る
が
、
日
本
側
の
記
録
は
抗
酸
菌
病

研
究
雑
誌
を
除
い
て
乏
し
い
・

キ
ー
ワ
ー
ド
予
防
接
種
、
百
日
咳
、
結
核
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
九
巻
第
三
号
平
成
十
五
年
二
月
十
日
受
付

平
成
十
五
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
十
五
年
八
月
二
十
日
受
理

渡
部
幹
夫
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そ
の
中
の
七
二
名
が
死
亡
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
製
造
上
の
問
題
と
し
て
製
薬
学
上
の
教
訓
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
国
の
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
期
に
は
、
結
核
以
外
の
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
予
防
接
種
に
よ
り
結
核
菌
が

接
種
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
接
種
結
核
事
件
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

兵
庫
県
道
場
国
民
学
校
に
お
い
て
昭
和
二
十
一
年
腸
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
後
二
○
二
名
に
発
生
し
た
接
種
結
核
事
件
で
は
、
接
種
に
当
た

（
２
）

っ
た
医
師
が
開
放
性
結
核
患
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
秋
田

（
３
）

県
由
利
郡
松
ヶ
崎
町
に
お
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
後
、
二
三
名
の
小
児
に
局
所
の
結
核
病
巣
を
来
た
し
た
事
件
な
ど
も
起
こ
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
一
月
宮
城
県
岩
ヶ
崎
町
に
お
い
て
、
前
年
十
一
月
に
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
注
射
を
う
け
た
小
児
の
中
の
六
二
名

（
４
）

に
発
生
し
た
接
種
結
核
事
件
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
公
衆
衛
生
文
書
や
東
北
大
学
抗
酸
菌
病
研
究
所
か
ら
の
二
回
に
わ
た
る

（
５
，
６
）
（
７
）

「
乳
幼
児
接
種
結
核
症
」
の
報
告
が
あ
り
、
宮
城
県
お
よ
び
当
時
の
岩
ヶ
崎
町
を
後
継
す
る
現
在
の
栗
駒
町
に
記
録
が
残
る
。

こ
の
事
件
は
原
告
六
五
名
に
よ
り
昭
和
二
十
七
年
東
京
地
裁
に
国
家
賠
償
法
に
よ
る
「
町
長
、
保
健
所
長
の
百
日
咳
予
防
接
種
上
の
違
法

（
８
）

に
よ
る
損
害
の
賠
償
請
求
」
と
し
て
提
訴
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
三
十
二
年
、
原
告
に
よ
り
訴
訟
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

（
９
）

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
衆
衛
生
局
長
で
あ
っ
た
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
の
占
領
期
医
療
福
祉
政
策
を
回
想
し
た
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ

の
事
件
に
つ
い
て
現
在
残
る
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
占
領
下
に
お
け
る
医
療
行
政
、
予
防
行
政
、
結
核
医
療
と
社
会
に
つ
い
て
考

二
、
宮
城
県
お
よ
び
栗
駒
町
記
録
に
つ
い
て

（
７
）

宮
城
県
衛
生
部
「
宮
城
県
岩
ヶ
崎
町
に
お
け
る
百
日
咳
予
防
ワ
ク
チ
ン
注
射
事
故
の
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
若
柳
保

健
所
管
内
の
岩
ヶ
崎
町
で
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
乳
幼
児
、
二
○
七
名
の
中
か
ら
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
下
旬
に
な
り
局
所
の
腫

脹
ま
た
は
腋
窩
リ
ン
パ
節
腫
脹
を
見
る
な
ど
の
異
常
者
四
十
七
名
が
発
生
し
た
。
県
の
調
査
に
よ
り
、
同
部
か
ら
の
採
取
材
料
の
細
菌
学
的

察
す
る
。
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検
査
に
よ
り
抗
酸
性
菌
を
確
認
、
東
北
大
学
抗
酸
菌
研
究
所
へ
依
頼
し
て
、
来
診
を
求
め
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
、
診
察
、
Ｘ
線
撮
影
等
を
行

（
マ
マ
）

な
っ
た
。
厚
生
省
と
連
絡
を
と
り
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
に
よ
る
調
査
と
検
査
材
料
の
集
得
が
行
な
わ
れ
た
。
特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
し

て
調
査
と
対
応
の
協
議
を
行
な
っ
た
。
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
る
。

（
皿
）

こ
の
件
に
つ
い
て
の
県
議
会
民
生
労
働
常
任
委
員
の
視
察
資
料
で
は
昭
和
二
十
四
年
六
月
十
日
に
は
一
名
の
死
亡
と
抗
酸
菌
研
究
所
に
一

名
の
入
院
児
を
残
し
て
退
院
し
た
と
し
て
い
る
。
同
時
期
に
は
五
九
名
に
対
す
る
医
療
扶
助
と
一
八
八
名
に
対
す
る
生
活
扶
助
が
行
な
わ
れ

わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
。
事

ｂ
、
治
療
状
況
に
つ
い
て

る
方
針
と
し
た
。

て
い
る
。

岩
ヶ
崎
町
に
て
接
種
を
受
け
た
二
○
七
名
中
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
行
な
っ
た
一
九
七
名
の
中
で
六
四
名
が
陽
性
で
あ
り
、
こ
の
六
四
名

の
た
め
に
厚
生
省
に
依
頼
し
て
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
配
給
を
受
け
、
抗
酸
菌
病
付
属
研
究
所
と
岩
ヶ
崎
町
岩
淵
病
院
お
よ
び
岡
本
病
院

に
収
容
の
上
で
治
療
を
行
っ
た
。
一
名
の
死
亡
者
が
出
た
ほ
か
は
経
過
良
好
と
し
て
い
る
。

抗
酸
菌
病
研
究
所
お
よ
び
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
に
お
い
て
患
部
か
ら
人
型
結
核
菌
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
人
型
結
核
菌
の
接
種
が
行
な

れ
た
と
判
断
さ
れ
た
。
事
件
に
つ
い
て
仙
台
地
方
検
察
庁
に
報
告
、
捜
査
を
依
頼
し
た
。

（
５
，
６
）

東
北
大
学
抗
酸
菌
病
研
究
所
は
「
乳
幼
児
接
種
結
核
症
」
と
し
て
二
回
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
五
月
一
日

県
で
は
調
査
と
治
療
の
経
費
を
予
算
計
上
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
四
月
か
ら
は
生
活
保
護
法
を
全
面
的
に
活
用
し
て
医
療
費
の
支
出
を
す

三
、
東
北
大
学
抗
酸
菌
病
研
究
所
報
告

ａ
、
原
因
調
査
に
つ
い
て

ｃ
、
経
費
に
つ
い
て
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発
行
の
『
抗
酸
菌
病
研
究
雑
誌
』
別
輯
号
で
は
表
１
に
示
す

（
５
）

目
次
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
）
・

そ
の
総
括
の
部
分
を
要
約
し
て
示
す
。

①
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
生
後
四
ヶ
月
か
ら
二
年
九
ヶ

月
の
岩
ヶ
崎
町
乳
幼
児
二
○
九
名
に
百
日
咳
予
防
接
種

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
被
接
種
者
に
接
種
結
核
症
が
疑
わ

れ
た
た
め
二
○
四
名
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
行
な

い
、
六
五
名
の
陽
性
者
を
見
た
（
検
査
開
始
以
前
に
三
名

の
事
件
に
関
係
し
な
い
死
亡
と
二
名
の
転
出
が
あ
っ
た
）
。

そ
の
中
の
三
名
は
家
族
内
の
感
染
源
に
よ
る
自
然
感
染

が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
接
種
結
核
症
は

六
二
名
と
さ
れ
た
。

②
六
二
名
中
四
○
名
の
接
種
部
位
ま
た
は
所
属
腋
窩
リ

ン
パ
腺
か
ら
、
結
核
菌
を
塗
抹
ま
た
は
培
養
に
よ
り
証

明
で
き
た
。
そ
の
結
核
菌
は
動
物
へ
の
接
種
実
験
に
よ

り
細
菌
学
的
な
性
質
は
人
型
結
核
菌
の
特
徴
を
持
ち
、

青
山
Ｂ
株
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
は
異
な
る
毒
力
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。

③
六
二
名
中
六
○
名
で
注
射
局
所
ま
た
は
腋
窩
リ
ン
パ
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第
十
四
章
の
事
故
原
因
探
求
と
考
察
で
は
、
回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
の
空
き
瓶
お
よ
び
未
使
用
ワ
ク
チ
ン
の
石
炭
酸
含

（
マ
マ
）

有
量
と
結
核
菌
の
有
無
の
検
査
が
、
す
で
に
国
立
衛
生
予
防
研
究
所
で
行
な
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
医
師
が
無
自
覚
性
開
放

性
結
核
患
者
で
あ
っ
た
が
、
咳
嗽
を
欠
き
感
染
源
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
消
毒
の
不
完
全
性
な
ど
も
否
定
的
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
予
防
接
種
時
の
状
況
を
含
む
詳
細
な
疫
学
的
調
査
が
行
わ
れ
た
が
結
核
菌
の
侵
入
機
転
の
決
定
が
出
来
な
か
っ
た
。
病
巣
か
ら
得
ら
れ

た
結
核
菌
の
動
物
接
種
試
験
に
よ
り
、
中
等
度
毒
力
人
型
菌
が
か
な
り
の
量
注
射
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
粟
粒
結
核
に
よ
る

早
期
の
死
亡
が
一
例
あ
っ
た
こ
と
を
除
い
て
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
に
よ
る
治
療
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
患
者
よ
り
培
養
さ
れ
た
結
核

菌
が
人
型
菌
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
内
容
で
あ
る
。

腺
に
結
核
性
初
期
変
化
群
を
認
め
た
。

④
全
身
的
な
症
状
は
結
核
初
感
染
の
症
状
に
類
似
し
、
胸
部
の
理
学
的
所
見
は
少
な
く
浸
出
性
胸
膜
炎
の
発
生
を
認
め
て
い
な
い
。

⑤
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
陽
性
者
六
四
名
（
自
然
感
染
者
一
名
は
入
院
を
し
な
か
っ
た
）
を
入
院
さ
せ
生
活
改
善
、
栄
養
補
給
と
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
に
よ
る
治
療
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
昭
和
二
十
六
年
一
月
ま
で
の
経
過
は
、
粟
粒
結
核
に
よ
る
死
亡
一
名
、
結
核
性
脳
膜

炎
三
名
治
療
中
、
股
関
節
お
よ
び
膝
関
節
結
核
一
名
治
療
中
、
膝
関
節
結
核
二
名
治
療
中
と
し
て
い
る
。

⑥
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
治
療
は
患
児
の
一
般
症
状
に
対
し
好
影
響
を
与
え
た
が
、
乾
酪
化
病
変
と
高
度
の
肺
粟
粒
病
変
に
は
影
響
が
少

⑪
接
種
結
核
患
児
の
経
過
は
予
想
ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た
が
、
結
核
性
脳
膜
炎
お
よ
び
関
節
結
核
が
一
年
半
以
降
に
発
症
し
て
い
る
こ
と

⑦
、
⑧
、
⑨
略

⑩
原
因
探
求
の
結
果
、
特
異
性
の
な
い
中
程
度
の
毒
力
を
有
す
る
人
型
菌
が
接
種
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
侵
入
機
転
は
解
明
で

き
な
か
っ
た
。

な
か
っ
た
。

か
ら
長
期
の
観
察
を
要
す
る
。
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第
一
回
報
告
の
内
容
は
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
治
療
の
臨
床
的
経
過
観
察
と
接
種
結
核
症
の
病
理
病

態
の
観
察
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
ま
で
の
経
過
を
、
同
雑
誌
は
岩
ヶ
崎
事
件
第
二
回
報
告
と
し
て
第
一
回
報
告
に
訂

（
６
）

正
を
く
わ
え
て
い
る
。
岩
ヶ
崎
事
件
で
は
六
十
五
名
（
自
然
感
染
と
考
え
ら
れ
た
三
名
を
含
む
）
か
ら
五
年

半
の
間
に
粟
粒
結
核
に
て
一
名
、
結
核
性
髄
膜
炎
で
一
名
の
死
亡
を
見
た
。
粟
粒
結
核
発
症
児
が
六
名
、

結
核
性
脳
膜
炎
が
三
名
、
骨
関
節
結
核
が
四
名
に
発
症
し
た
（
重
複
し
て
発
症
し
た
者
を
含
む
）
。
す
で
に
自

然
感
染
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
患
児
に
結
核
重
感
染
と
考
え
ら
れ
る
経
過
を
呈
し
た
例
が
あ
り
、
接

種
菌
量
が
多
か
っ
た
た
め
と
考
察
し
て
い
る
。
骨
関
節
結
核
は
接
種
後
二
年
六
ヶ
月
ま
で
発
症
が
見
ら
れ

た
。
そ
の
他
に
疫
痢
に
よ
る
死
亡
が
一
名
あ
っ
た
。

同
事
件
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
日
本
占
領
関
係
文
書
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
公
衆
衛
生
文
書
に

弓
号
①
月
巳
○
の
耐
‐
冒
四
鴇
の
画
冨
と
し
て
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
百
三
十
枚
を
こ
え
る

（
４
）

記
録
が
残
る
。
そ
の
内
容
は
表
に
示
す
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
（
表
２
）
・

百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
時
の
状
況
、
接
種
部
位
の
化
膿
創
の
多
発
に
は
じ
ま
る
事
件
に
対
す
る

七
回
に
わ
た
る
調
査
の
記
録
、
特
別
調
査
委
員
会
の
記
録
、
Ｚ
目
○
国
四
目
国
の
葺
昌
①
旦
国
①
里
牙
弓
○
ご
○

に
お
け
る
残
存
し
た
ワ
ク
チ
ン
バ
イ
ア
ル
内
容
の
細
菌
学
的
検
査
結
果
報
告
な
ど
の
ほ
か
、
新
聞
記
事
の

翻
訳
文
や
宮
城
県
よ
り
出
さ
れ
た
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
供
給
の
要
請
文
な
ど
を
含
む
。
最
も
多
い
も
の

は
東
北
大
学
抗
酸
菌
病
研
究
所
に
よ
る
、
全
て
の
症
例
の
詳
細
な
記
録
と
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
に
ょ

四
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書

GHQ/SCAP文書Tuberculosis-Iwagasakiの収録内容4）表2

収録ページ数内容

抗酸菌病研究所症例報告（英文）（入院時現症と治療の経過）

事件のサマリーとメモランダム

NationallnstituteofHealthTokyoReport

新聞記事：その英文翻訳とコメント

患者名を記載したSM供給の要請文(MIYAYAKU)

判読分類不可能

１
５
４
４
４
７

０
１

１
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表3GHQ/SCAP文書に存在する国立予防衛生研究所の報告書4):著者によ

るリタイプ

NATIONALINSTITUTEOFHEALTHTOKYO

INTERIMREPORTOFTHEINVESTIGATION

intolWAGASAKI-MACHIAccident(MiyagiPrefecture)

Resultsobservedduring36daysMarch5th-Apr.10th,49

byKenYanagisawa,N.I.H.,

(1)Examinationofthepertussisvaccineused:

ThePertussisvaccineunderstoodtohavecausedthetroublewasonePrepareredbytheKitasato

Institutebearingthelotnumberl92,manL血cturedonOctober9th,1948.

Resultofexaminationssofarobtainedaretabulatedasfoll()WS：

Serial

numbel･of

廿levials

undergone

exaTnlnatlon

Ph Growthof

acid-fast

bac・by

culturing

(5/111-

10/1V)

Amount

contained

／〆､/､、
、ししノ

Presence

ofacid

fastbac，

indirect

smearof

sediment

Biological

teston

gUmeaplgs

Sterilit)

test

極
ｈ
禍

、
１
ｅ
Ｑ
〉

醍
而
Ⅳ
『
ｌ

ｅ
ｎ
７

Ｒ
０
２

Sealed

original

vials

1 貝ワ
リ,白20

2 20 貝9J●白

３ 5．220

Remaln‐

derofthe

vacc1n

after

u聖

4 5．40

5 巨①
J･合(18

６ 0．6
F侮

り‐0 Positive

7
一n

ひ．‘0．3

5．48 0．5

Received

()n

March

l2

9 2．95 5．4

’
６10 0．15

11 0．2 6．2

T1T

l凸 5.81．93

1つ

lq］ 0．4 6

14 5.80．3

15 5.80．65

1戸

10 5．80．3

1ワ
ュI ］ ６

18
F戸

ひ．00.4

19
信公

｡．00.2

20 0-5 5．4

21 0．25 5.6
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ワ
ク
チ
ン
の
汚
染
と
い
う
結
論
が
サ
ム
ス
の
回
想
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
①
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
過
程
に
お
け

る
汚
染
、
②
接
種
時
の
汚
染
、
③
故
意
に
よ
る
汚
染
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
が
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
は
、
予
防
接
種

担
当
医
師
が
結
核
患
者
で
あ
っ
た
と
い
う
新
聞
記
事
も
収
録
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
液
が
大
量
に
接
種
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
文
書
の
中
に
あ
る
が
そ
れ
は
調
査
委
員
会
に
お
い
て
否
定
さ
れ

く
は
異
な
ら
な
い
（
Ｚ
目
↓

所
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
）
。

る
治
療
の
経
過
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
は
患
児
の
実
名
お
よ
び
住
所
が
す
べ
て
残
る
。

調
査
の
早
期
に
使
用
後
の
十
七
本
お
よ
び
未
使
用
の
三
本
の
ワ
ク
チ
ン
バ
イ
ア
ル
が
若
柳
保
健
所
よ
り
回
収
さ
れ
て
宮
城
県
を
経
由
し
て

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

ｚ
昌
目
巴
勺
３
月
目
蔚
巨
＆
冒
月
盲
目
冒
扁
に
搬
入
さ
れ
た
。
そ
の
検
査
結
果
と
し
て
Ｚ
目
○
国
巴
盲
目
自
席
旦
国
①
巴
昏
弓
○
ご
○
の

報
告
文
書
に
は
二
十
一
本
の
バ
イ
ア
ル
の
細
菌
学
的
検
査
に
て
、
使
用
後
バ
イ
ア
ル
の
一
本
の
沈
澄
か
ら
、
塗
沫
鏡
検
に
よ
り
抗
酸
性
菌
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
表
３
）
・

こ
の
こ
と
よ
り
本
事
故
は
、
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
の
結
核
菌
に
よ
る
汚
染
に
よ
る
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
患
児
か

ら
採
取
さ
れ
た
結
核
菌
に
つ
い
て
の
各
種
の
細
菌
学
的
検
査
結
果
と
実
験
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
抗
酸
菌
研
究
所
の
報
告
と
大
き

く
は
異
な
ら
な
い
（
ｚ
呂
目
里
卑
ｇ
①
具
弓
の
三
８
国
己
①
言
の
昌
昌
①
と
Ｚ
目
○
口
四
目
易
武
冒
訂
旦
国
８
与
弓
○
ご
○
は
と
も
に
国
立
予
防
衛
生
研
究

若
柳
保
健
所
か
ら
回
収
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
バ
イ
ア
ル
数
が
二
○
本
で
あ
り
、
細
菌
学
的
検
査
結
果
が
二
一
本
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
矛
盾
点
は
、
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
中
に
、
使
用
後
の
一
七
本
の
ワ
ク
チ
ン
バ
イ
ア
ル
を
回
収
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
後
日
、
一
八
本
と
上
書
き
修
正
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
点
で
あ
る
。

て
い
る
。
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（
Ⅱ
）

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
新
聞
報
道
は
、
前
年
末
に
発
生
し
た
京
都
・
島
根
の
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
禍
に
つ
い
て
の
よ
う
に
は
全
国
紙
で

は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｏ
文
書
に
引
用
さ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
新
聞
記
事
を
検
索
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
の
毎
日
新

聞
で
は
被
害
乳
幼
児
父
兄
代
表
か
ら
の
投
書
「
ワ
ク
チ
ン
禍
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
事
故
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
、
被
害

者
の
救
済
を
求
め
、
厚
生
大
臣
に
対
す
る
質
問
状
と
し
て
い
る
。
十
月
三
日
の
東
京
日
日
新
聞
は
「
せ
っ
か
く
の
予
防
注
射
が
仇
・
愛
児
の

治
療
で
破
産
・
宮
城
県
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
禍
」
「
注
射
液
に
結
核
菌
・
疑
惑
深
む
混
入
の
経
路
」
「
国
の
補
償
が
当
然
・
救
護
す
る
法
律
を
作

れ
」
の
三
記
事
が
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
十
月
五
日
の
東
京
日
日
新
聞
で
は
「
公
務
員
の
過
失
だ
．
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
．
近
く

正
式
賠
償
請
求
」
の
記
事
が
あ
る
が
、
国
家
賠
償
法
に
よ
る
被
害
者
の
提
訴
が
予
防
接
種
法
施
行
前
の
事
故
で
あ
る
と
し
て
受
け
付
け
ら
れ

な
い
状
況
と
、
予
防
接
種
の
通
知
を
出
し
た
行
政
責
任
を
問
う
内
容
で
あ
る
。
新
聞
記
事
は
被
害
児
童
の
家
庭
の
困
窮
を
訴
え
る
も
の
で
あ

り
、
原
因
の
究
明
を
求
め
る
論
調
よ
り
は
、
行
政
の
責
任
を
問
い
補
償
を
求
め
る
方
向
に
あ
る
。
結
核
予
防
法
の
施
行
は
昭
和
二
十
六
年
で

あ
り
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
の
方
法
は
な
く
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
措
置
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
岩
ヶ
崎
町
（
現
在
の
栗
駒
町
）
に

は
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
の
記
録
が
残
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
保
健
衛
生
の
状
況
を
見
る
と
、
伝
染
病
統
計
で
は
百
日
咳
の
罹
患
者
数
は
昭
和
二
十
三
年
五
三
五
○
八
名
（
死
亡
者
数
四
七
四

（
吃
）

六
名
）
、
昭
和
二
十
四
年
一
二
六
二
○
名
（
死
亡
者
九
一
○
五
名
）
で
あ
る
。

一
方
、
結
核
の
死
亡
率
（
対
人
口
十
万
）
は
昭
和
二
十
三
年
一
七
九
・
九
（
○
～
四
歳
で
は
六
四
・
五
）
、
昭
和
二
十
四
年
一
六
八
・
八
（
同
じ

一
方
、
結
核
の
死
亡
率

（
咽
）

く
五
八
・
六
）
で
あ
っ
た
。

な
お
、
本
事
件
の
発
生
が
明
ら
か
と
な
る
前
に
岩
ヶ
崎
に
て
同
時
に
百
日
咳
予
防
接
種
を
受
け
た
二
○
九
名
中
三
名
が
、
す
で
に
死
亡
し

（
５
）

て
い
た
が
そ
の
死
因
は
火
傷
、
肺
炎
、
麻
疹
で
あ
る
。

五
、
新
聞
報
道
と
社
会
状
況
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本
事
件
に
つ
い
て
調
査
す
る
中
で
、
抗
酸
研
付
属
病
院
に
お
い
て
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
に
よ
る
治
療
の
効
無
く
、
粟
粒
結
核
症
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
患
児
の
母
親
か
ら
、
当
時
の
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
裁
判
の
結
審
を
待
た
ず
に
訴
訟
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
理
由
は
裁
判

が
長
期
化
す
る
中
で
、
結
核
症
の
治
癒
す
る
患
児
も
増
え
、
見
舞
金
の
支
給
が
さ
れ
る
中
で
訴
訟
の
継
続
が
出
来
ず
取
り
下
げ
に
至
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
施
行
の
予
防
接
種
法
は
百
日
咳
を
そ
の
対
象
疾
患
と
し
て
い
る
が
、
百
日
咳
に
つ
い
て
の
法
の
施
行
を

げ
で
あ
る
（
東
京
地
裁
確
認
）
。

原
告
六
五
名
に
よ
り
東
京
地
裁
に
昭
和
二
十
七
年
一
月
二
十
二
日
、
国
家
賠
償
法
に
も
と
づ
き
提
訴
さ
れ
た
訴
訟
番
号
二
七
（
ワ
）
三
七

（
８
）

六
「
町
長
、
保
健
所
長
の
百
日
咳
予
防
接
種
上
の
違
法
に
よ
る
損
害
の
賠
償
請
求
」
は
そ
の
後
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
十
六
日
訴
訟
の
取
り

（
Ｍ
）

下
げ
が
さ
れ
、
裁
判
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
司
法
上
の
取
り
扱
い
は
竹
前
氏
の
述
べ
る
よ
う
な
和
解
で
は
な
く
原
告
に
よ
る
取
り
下

を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

宮
城
県
資
料
と
抗
酸
研
報
告
に
お
け
る
接
種
者
数
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
数
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
は
宮
城
県
資
料
と
数

が
一
致
し
て
い
る
。
接
種
者
数
に
つ
い
て
県
資
料
で
は
二
○
七
名
と
し
て
お
り
、
二
名
少
な
い
理
由
は
、
行
政
対
応
対
象
と
し
て
県
か
ら
転

出
し
た
二
名
を
除
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
実
施
者
数
の
県
資
料
一
九
七
名
は
行
政
の
対
応
と
し
て
検
査
が
行
わ
れ

た
数
で
あ
ろ
う
。
抗
酸
研
報
告
は
二
○
九
名
中
、
二
名
の
転
出
者
と
三
名
の
死
亡
者
を
除
く
二
○
四
名
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
結
果
を
報
告

し
て
お
り
、
本
事
故
の
実
態
に
よ
り
近
い
も
の
と
考
え
る
。
転
出
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
不
明
で
あ
る
。

抗
酸
研
は
第
一
回
報
告
で
六
五
名
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
陽
性
者
に
つ
い
て
、
三
名
は
家
族
内
感
染
と
し
て
六
二
名
の
集
団
感
染
と
し
て
い
る
。

県
資
料
の
六
四
名
は
入
院
治
療
を
拒
否
し
た
一
名
を
除
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
抗
酸
研
の
第
二
回
報
告
で
は
自
然
感
染
例
に
も
重
感
染

の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
六
五
名
を
感
染
者
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
国
家
賠
償
法
訴
訟
の
原
告
は
六
五
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
べ
て

一L

ノ、
、

国
家
賠
償
法
訴
訟
東
京
地
裁
二
七
（
ワ
）
三
七
六
に
つ
い
て
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（
舐
）

政
令
に
て
決
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
二
十
三
年
十
一
月
に
は
法
の
対
象
疾
患
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
法
学
的

解
釈
の
上
で
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
訴
訟
の
公
判
記
録
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

予
防
接
種
法
の
施
行
開
始
期
に
当
た
る
昭
和
二
十
三
年
頃
に
は
、
京
都
・
島
根
に
お
い
て
八
三
名
の
死
亡
者
を
見
た
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接

種
禍
の
ほ
か
に
も
今
回
報
告
し
た
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
。
予
防
接
種
事
故
は
昭
和
四
十
五
年
前
後
に
続
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題

（
脳
）

と
な
っ
た
。
全
国
予
防
接
種
事
故
防
止
推
進
会
の
被
害
者
家
族
に
よ
る
大
き
な
社
会
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
三
十

（
Ⅳ
）

一
日
閣
議
了
解
に
よ
る
、
「
予
防
接
種
事
故
に
対
す
る
措
置
」
に
も
と
づ
く
救
済
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
予
防
接

種
健
康
被
害
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
救
済
制
度
が
法
的
根
拠
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
は
平
成
六
年
で
あ
る
。

歴
史
的
に
は
昭
和
二
十
七
年
に
す
で
に
、
予
防
接
種
事
故
に
つ
い
て
の
国
家
賠
償
法
上
の
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
に
よ
る
和

解
も
結
審
も
せ
ず
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
予
防
接
種
事
故
に
対
す
る
行
政
施
策
が
遅
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
原
告

に
よ
る
訴
訟
の
取
り
下
げ
に
よ
り
終
わ
っ
て
お
り
、
裁
判
に
よ
る
判
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
に
つ
い
て
、
細
菌
学
病
理
学
的
な
研
究

と
臨
床
的
記
録
は
詳
細
で
あ
る
が
、
そ
の
発
生
し
た
原
因
の
究
明
は
不
十
分
で
あ
り
、
予
防
接
種
に
よ
る
事
故
に
対
す
る
社
会
医
学
的
な
検

討
も
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
当
時
、
結
核
や
そ
の
他
の
感
染
症
が
蔓
延
し
て
お
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
が
な
い
状

況
で
、
予
防
接
種
の
持
つ
意
味
と
、
そ
の
結
果
発
生
し
た
事
故
に
対
す
る
医
療
は
医
療
史
・
行
政
史
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

結
核
症
に
対
す
る
効
果
的
な
化
学
療
法
剤
と
し
て
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
が
輸
入
に
よ
り
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
で

あ
り
、
こ
の
事
件
に
対
し
て
集
中
的
に
使
用
さ
れ
、
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
国
産
化
は
そ
の
後
の
こ
と
と

な
る
。
使
用
に
当
た
っ
て
は
冨
国
Ｐ
函
シ
困
己
（
宮
城
県
薬
務
部
局
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
す
る
患
者
氏
名
を
明
記
し
た
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
の
提
供
依
頼
害
が
出
さ
れ
、
そ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
残
る
こ
と
に
も
興
味
が
も
た
れ
る
。

七
、
考
察
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予
防
接
種
法
施
行
期
に
発
生
し
た
百
日
咳
予
防
接
種
に
よ
る
岩
ヶ
崎
集
団
接
種
結
核
事
件
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
及
び
日

本
の
資
料
か
ら
次
の
点
を
明
ら
か
に
で
き
た
。

１
、
接
種
結
核
症
の
発
生
し
た
原
因
は
、
百
日
咳
ワ
ク
チ
ン
の
結
核
菌
に
よ
る
汚
染
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
起
こ
っ
た
原
因
の

本
事
件
に
就
い
て
の
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」

（
９
，
Ｎ
）

を
う
ら
づ
け
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

て
残
る
。

参
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文
献

（
１
）
大
林
容
二
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
理
論
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』
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九
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、
保
健
同
人
社
、
東
京
、
一
九
五
二

謝
辞

本
事
件
に
つ
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の
行
政
資
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の
提
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を
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だ
い
た
、
宮
城
県
栗
駒
町
に
深
く
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謝
い
た
し
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究
明
は
充
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に
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て
い
な
い
。

２
、
国
家
賠
償
法
に
よ
る
補
償
の
提
訴
が
さ
れ
た
が
、
五
年
後
に
原
告
に
よ
る
取
り
下
げ
が
さ
れ
て
お
り
、
公
判
の
記
録
を
欠
く
。

３
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予
防
接
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皆
保
険
制
度
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の
医
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医
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に
よ
り
解
決
さ
れ

て
お
り
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法
規
の
法
制
史
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医
療
・
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
に
お
け
る
興
味
あ
る
事
例
で
あ
る
。

４
、
連
合
国
占
領
下
に
発
生
し
た
本
事
件
に
関
す
る
保
健
衛
生
行
政
の
日
本
側
の
資
料
は
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

八
、
結

季
祁

の
中
の
記
載
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
、
資
料
の
検
証
を
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
サ
ム
ス
の
回
想

し
か
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
バ
イ
ア
ル
の
一
本
の
汚
染
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
は
大
き
な
疑
問
と
し
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（
２
）
田
村
政
司
「
腸
チ
フ
ス
予
防
注
射
に
よ
る
接
種
結
核
児
童
の
観
察
」
「
結
核
』
二
五
巻
一
号
、
四
六
三
～
四
六
八
頁
、
一
九
五
○

（
３
）
黒
川
一
男
「
乳
幼
児
接
種
結
核
症
の
経
過
に
就
い
て
」
『
抗
酸
菌
病
研
究
雑
誌
』
、
十
一
巻
四
号
、
三
三
二
～
三
四
一
、
一
九
五
六

（
４
）
国
立
国
会
図
書
館
⑦
国
Ｃ
扇
。
シ
弔
詞
両
○
○
両
ロ
の
房
⑦
路
』
↓
ｚ
昌
○
己
巴
醇
月
巨
ぐ
の
印
画
且
詞
の
８
ａ
の
貯
弓
言
①
国
Ｏ
ｘ
ｐ
Ｏ
程
曽
司
○
国
①
『
昌
一
里

ご
ロ
目
房
周
翫
弓
号
閏
目
さ
里
陞
言
樹
閉
四
言
」

（
５
）
熊
谷
岱
蔵
、
岡
捨
巳
「
乳
幼
児
接
種
結
核
症
」
『
抗
酸
菌
病
研
究
雑
誌
』
、
七
巻
別
輯
号
二
～
一
○
九
頁
、
一
九
五
一

（
６
）
岡
捨
巳
、
他
「
乳
幼
児
接
種
結
核
症
（
岩
ヶ
崎
事
件
第
二
回
報
告
と
『
抗
酸
菌
病
研
究
雑
誌
」
、
九
巻
四
号
、
二
六
一
～
二
八
三
、
一
九
五
四

（
７
）
宮
城
県
衛
生
部
「
宮
城
県
岩
ヶ
崎
町
に
お
け
る
百
日
咳
予
防
ワ
ク
チ
ン
注
射
事
故
の
概
要
』
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

（
８
）
法
務
省
訟
務
局
「
国
家
賠
償
法
の
諸
問
題
（
追
補
）
」
五
頁
、
法
務
省
、
東
京
、
一
九
五
五

（
９
）
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
著
、
竹
前
栄
治
編
訳
『
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」
三
七
六
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
六

（
川
）
宮
城
県
議
会
民
主
労
働
常
任
委
員
の
視
察
資
料
「
栗
原
地
方
事
務
所
」
昭
和
二
十
四
年
六
月
、
宮
城
県
議
会

（
Ⅱ
）
京
都
ジ
禍
記
録
編
纂
委
員
会
『
京
都
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
禍
記
録
」
、
二
四
～
二
五
頁
、
京
都
府
衛
生
部
、
京
都
、
一
九
四
九

（
理
）
重
松
逸
造
他
編
、
『
伝
染
病
予
防
必
携
第
二
版
補
訂
版
」
三
六
九
頁
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
、
東
京
、
一
九
八
○

（
昭
）
結
核
予
防
会
「
結
核
統
計
総
覧
一
九
○
○
～
一
九
九
二
』
二
四
頁
、
財
団
法
人
結
核
予
防
会
、
東
京
、
一
九
九
三

（
Ｍ
）
Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
著
、
竹
前
栄
治
編
訳
『
Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命
」
三
七
八
～
三
七
九
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
六

（
巧
）
小
島
三
郎
他
「
予
防
接
種
講
本
附
予
防
接
種
関
係
法
規
」
二
七
四
～
二
七
九
頁
、
協
同
医
書
出
版
社
、
東
京
、
一
九
四
九

（
妬
）
吉
原
賢
二
『
私
憤
か
ら
公
憤
へ
ｌ
社
会
問
題
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
禍
ｌ
』
七
五
～
一
○
○
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
五

（
Ｕ
西
埜
章
「
予
防
接
種
事
故
と
国
の
責
任
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
五
○
～
五
五
頁
、
恥
七
八
五
、
一
九
八
三

（
順
天
堂
医
療
短
期
大
学
）
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ロ
ロ
①
８
℃
①
算
匡
の
の
吊
昌
Ｏ
ｏ
匡
匿
陣
ｏ
Ｐ
ｍ
ｍ
旨
箇
昌
訪
君
⑦
岡
⑦
ｍ
ｏ
ｏ
昼
①
回
国
一
寺
旨
討
ｇ
①
Ｑ
す
ぐ
冒
す
①
Ｒ
ｂ
巳
○
の
耐
旨

く

く

う
ご
ｍ
”
四
囲
宮
‐
目
印
の
三
》
言
ご
“
唱
弔
３
吋
９
口
３
旨
ら
ち
．
弓
宜
①
⑦
国
Ｃ
、
の
。
シ
勺
Ｈ
Ｒ
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
目
ロ
ワ
①
月
昌
吊
尉
夛
国
‐

ぬ
四
ｍ
ｍ
丙
］
ｇ
ｏ
ｏ
屋
尉
巨
①
ご
庁
の
。
庁
彦
の
Ｑ
の
庁
巴
房
○
開
計
巨
の
四
崩
四
弓
四
国
Ｑ
庁
彦
①
巳
冒
甘
匙
Ｈ
①
己
○
耳
⑳
由
ご
○
巨
弄
庁
面
の
ぐ
局
庁
員
冒
の
》
四
国
・

号
①
昌
弓
囚
①
号
①
勧
易
庁
８
ず
①
可
①
胃
①
ロ
ゴ
国
の
耳
①
冒
○
冒
昌
ロ
ロ
①
旨
】
四
℃
四
国
．
弓
面
①
き
］
冒
言
冒
館
昏
蔚
①
の
画
匡
の
＄
ｇ

Ｈ
ｐ
目
の
○
ず
色
○
計
①
ロ
匡
再
口
計
匡
弓
①
【
○
匡
］
○
の
耐
○
○
口
庁
四
目
］
］
目
“
茸
○
口
・
亘
の
弄
○
で
①
禺
云
屋
の
の
届
く
四
○
○
］
口
①
国
吊
Ｈ
の
○
○
国
凰
旦
①
門
①
具
ご
ロ
庁
ご
Ｏ

Ｃ
Ｃ
国
。
ご
巴
ぐ
の
の
巳
昌
ご
己
弓
“
の
。
①
ｇ
Ｑ
①
Ｑ
ご
シ
・
巨
岸
閏
禺
５
口
ご
く
白
餌
ロ
ロ
註
の
目
吊
Ｈ
巴
○
煙
３
房
閉
口
＄
の
ｇ
ｑ
ｏ
ｇ
ｏ
気

色
シ
目
岸
閏
胃
５
口
ず
く
四
号
］
＆
月
勗
○
口
ざ
尉
匡
口
穴
邑
○
君
国
扁
開
○
口
．
弓
扁
盲
ロ
四
国
①
附
○
鄙
の
国
胃
の
８
ａ
印
８
口
９

℃
吋
○
ぐ
昼
①
①
ｘ
肩
口
望
ぐ
①
旨
ざ
貝
目
算
５
口
四
ヶ
○
貝
再
〕
①
×
、
①
只
さ
局
号
①
日
①
ｓ
ｏ
巴
四
鼻
甘
庁
の
目
尻
○
の
、
ロ
置
国
穴
①
ご
穴
ぐ
厚

圃
閉
め
豆
⑦
①
ご
ロ
巴
）
・
弓
面
①
ロ
、
Ｈ
①
ロ
厨
旦
号
①
＄
ａ
ｇ
旨
勗
》
旨
の
旨
島
国
ぬ
い
Ｑ
①
ｍ
Ｑ
目
註
昌
の
》
写
ｍ
Ｑ
ｍ
８
屋
の
①
Ｑ
牙
①

”
○
月
目
目
①
昌
巴
○
鄙
ｇ
巴
且
昌
冒
尉
笥
胃
日
９
房
①
愚
ｇ
ｏ
扇
ぎ
罠
弓
ざ
Ｈ
Ｈ
８
閏
胃
５
口
９
号
の
肖
凰
号
昌
巴

４

日
○
の
巳
胃
ざ
ロ
）
ず
具
吾
①
］
ｐ
Ｈ
○
℃
口
①
。
吾
①
の
“
用
四
ｍ
自
己
異
曽
①
”
○
ぐ
９
日
口
①
貝
切
】
①
閏
の
］
胃
囚
．
弓
壷
①
吊
扇
画
○

Ｑ
①
庁
四
］
］
①
Ｑ
Ｈ
①
○
Ｏ
Ｈ
Ｑ
“
ず
○
口
庁
計
与
①
一
匡
口
】
。
］
四
］
ゆ
め
壱
①
の
庁
の
○
閉
庁
匿
昌
の
］
ロ
○
』
Ｑ
①
冒
庁
．

自
彦
⑦
自
目
弓
⑦
門
局
昌
①
凰
醜
①
宮
井
写
胃
の
騨
弄
己
目
の
芹
①
－
ご
毒
ｃ
ｃ
壱
旨
唄
ｏ
ｃ
屋
唄
弓
胃
邑
Ｃ
ａ
屋
宮
武
ｃ
ご
画
詳

■

胃
ヨ
吋
騨
岨
騨
、
國
弄
苧
閂
弓
画
の
写
〕
】
冒
畏
や
吟
や

三
房
旨
夛
『
シ
弓
Ｐ
ｚ
Ｐ
国
両


